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できた。そして 1919 年 5 月には、ヴェニゼロス内閣下で厚生局局長に任命さ
れ、ポントス人難民支援帰還事業に携わっている。しかし 1920年 11月にヴェ
ニゼロスが選挙で敗北したことを受け厚生局局長を罷免され、パリやオースト









3-2. 独墺滞在期(1922年 5月 – 1925年 10月) 


















































1924年 1月 18日、カザンザキスはイタリアに向けて出発する。2月 26日ア
ッシジに到着する。この間フレンツェやローマ等イタリアの都市に滞在しなが
ら『仏陀』の執筆を終了させている25。4月 29日、イタリアでの滞在を終えギ
リシアに向けて出発し、5月 5日から 7月 5日までアテネに滞在している26。8
月には郷里のクレタ島・イラクリオに帰郷し、ここで現地の共産主義運動に関
与していく事になる。 
1925 年、2 月 5 日にはイラクリオの聖ミナス大聖堂の前で共産主義者によ





ている28。7 月にはアテネへ、そして 9 月はキクラデス諸島で時間を過ごし、
この時期に『饗宴』を書いていたと推測されている29。この後アテネに戻り、
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5. スミルナの大火のへの応答と「偉大な理想」の払拭  ―『饗宴』より― 
  本章ではカザンザキスの作品『饗宴』(Συμπόσιον)を取り上げ、登場人物達
の対話で表現されるカザンザキスの「偉大な理想」に対する考え方の変化や、
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